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医
療
法
人
「
天
神
会
」
で
は
、「
整
理
、

整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
習
慣
」
の
「
５
Ｓ
」

を
徹
底
し
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
組
織

を
効
率
的
に
気
持
ち
よ
く
運
営
す
る
５
Ｓ

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
と
し
て
、
常
に
清
掃
し
、
汚
れ

の
な
い
清
潔
な
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
は

最
も
注
意
を
払
う
べ
き
当
然
の
こ
と
で

す
。こ
の
清
掃
、
清
潔
に
は
整
理
整
頓
が
不

可
欠
で
す
。不
要
な
物
を
捨
て
て
、
必
要
な

物
が
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け
、
い
つ
で

も
即
座
に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
整
理
整
頓

し
て
お
く
こ
と
は
、
物
を
探
す
手
間
が
省

け
、
仕
事
や
職
場
か
ら
物
、
時
間
、
労
力
の

無
駄
を
な
く
し
ま
す
。何
の
仕
事
を
、
何
の

た
め
に
、
何
の
目
的
で
、
ど
の
よ
う
に
、
い

つ
ま
で
に
行
う
か
と
い
う
心
と
頭
の
整
理

整
頓
に
も
繋
が
り
ま
す
。習
慣
と
は
、
こ
う

し
た
整
理
整
頓
な
ど
の
約
束
事
は
も
ち
ろ

ん
、
共
通
の
ル
ー
ル
、
挨
拶
、
時
間
を
自
発

的
か
つ
継
続
的
に
厳
守
す
る
こ
と
を
習
慣

づ
け
、
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
迅
速

に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
５
Ｓ
運
動
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
組
織
の
効
率
化
を
図
り
、
無

駄
を
省
い
た
最
短
の
時
間
、
最
少
の
費
用

で
、
患
者
さ
ん
へ
の
よ
り
質
の
高
い
迅
速

な
対
応
が
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

５
Ｓ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す

　

私
た
ち
は
「
人
々
の
豊
か
な
生
涯
を
支

援
す
る
医
療
」
を
理
念
に
、
新
古
賀
病
院

と
古
賀
病
院
21
の
二
病
院
と
新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
連
携
の
も
と
に
、

患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
新
の
診
療
機
器
を
導
入
し

て
、
従
来
で
は
で
き
な
か
っ

た
病
気
の
治
療
や
早
期
発
見

に
努
め
、
侵
襲
性
の
少
な
い
、

患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
医
療

を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　

新
古
賀
病
院
で
は
、
侵
襲
性

の
高
い
冠
動
脈
造
影
検
査
を

高
性
能
の
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
に
置

き
換
え
て
用
い
る
こ
と
で
、
不
必
要
な
侵

襲
的
検
査
を
減
ら
す
と
と
も
に
、「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
心
筋
梗
塞
」
を
掲
げ
て
虚
血
性

心
疾
患
の
予
防
医
学
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。さ
ら
に
、
こ
の
Ｃ
Ｔ
画
像
と
心
筋
シ
ン

チ
画
像
を
融
合
さ
せ
る
装
置
を
全
国
で
初

め
て
導
入
、
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
高
精

度
の
診
療
シ
ス
テ
ム
を
日
本
で
最
初
に
確

立
し
、
全
国
の
多
く
の
医
療
機
関
か
ら
の

見
学
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の
普
及
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。　

古
賀
病
院
21
で
は
昨
年

11
月
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
に
全

国
初
の
「
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ
│

Ｃ
Ｔ
」
を
導
入
し

ま
し
た
が
、
今
秋
に
は
最
新
鋭
の
強
度
変

調
放
射
線
が
ん
治
療
機
「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
」

な
ど
を
導
入
し
た
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
が
ん
の
検
査
・
診
断
か
ら
治

療
に
至
る
最
先
端
の
一
貫
医
療

体
制
を
整
え
ま
す
。が
ん
の
種

類
や
病
期
に
よ
っ
て
手
術
や
化

学
療
法
も
組
み
合
わ
せ
た
最
適

の
治
療
を
提
供
し
、
地
域
住
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
が
ん
と
闘

う
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
端
医
療
は
医

師
を
含
め
た
ナ
ー
ス
、
薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線

技
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
の

チ
ー
ム
医
療
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
診
療
録
や
画
像
診
断
を
電
子
化
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有
す
る
こ
と
は
チ
ー

ム
医
療
の
熟
成
に
と
っ
て
も
重
要
な
ツ
ー

ル
で
す
。
こ
の
従
来
の
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、

病
棟
の
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を
生
理
機
能
室

で
観
察
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
も
昨
年
度
に

構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
全
国
で
最
初
の

試
み
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
安
全
を
支
え

る
縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
癒
し
や
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
も
緩
和
ケ
ア
や
包
括
的
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
常
に
医
療
の
進
歩
や
社
会
の
変
化
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

最
高
の
医
療
を
目
指
す
姿
勢
を
持
ち
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
目
指
す
医
療
」│ 

理
事
長  

古
賀
伸
彦

　医療法人「天神会」では今年から、グループ共用

のロゴを右のように変更しました。新ロゴの｢KOGA

｣の｢O｣の部分にはグリーン・オレンジ・パープルを

使用していますが、この 3 色には次のような意味が

込められています。

グリーン…信頼･安全･調和を意味する → 現社会での医療機関の在り方

オレンジ…健康･活力･喜び･コミュニケーションを意味する → 患者さんが医療機関に求めるもの
パープル…癒し･洞察力を意味する → 患者さんと医療機関の相互の立場・関係性

　医療法人「天神会」では、新古賀病院と古

賀病院21を約12分で結ぶ専用の無料シャ

トルバスを運行しています。原則的に平日

30 分間隔、日曜・祝日１時間間隔です。た

だし、平日の 17 時以降は１時間間隔にな

ります。詳しくは下記の時刻表をご覧下さ

い。交通渋滞の場合は多少遅れることがご

ざいますので、あらかじめご了承下さい。

古賀病院 21 新古賀クリニック

新古賀病院
　新ロゴはこの 3 色がもたらす意味

と、「新古賀病院｣｢古賀病院 21｣｢新

古賀クリニック｣の 3 つの医療機関

が、それぞれの特徴を持ちながらつ

ながっていることも表現しています。

３色で医療法人天神会

天神会のロゴが変わりました

シャトルバスのご案内

シャトルバス時刻表
【 平　日 】

【 日曜・祝日 】

新古賀病院発 古賀病院 21発
１号車 ２号車 １号車 ２号車

8 : 00

9 : 00

10 : 00

11 : 00

12 : 00

13 : 00

8 : 30

9 : 30

10 : 30

11 : 30

12 : 30

新古賀病院発 古賀病院 21発
１号車 ２号車 １号車 ２号車

15 : 30
15 : 00

14 : 00

16 : 30

17 : 30

18 : 30

16 : 00

14 : 30

13 : 30

17 : 00

18 : 00

新古賀発 古賀 21発
8 : 00

9 : 00

10 : 00

11 : 00

8 : 30

9 : 30

10 : 30

11 : 30

13 : 00

14 : 00
13 : 30

14 : 30

新古賀発 古賀 21発

15 : 00

16 : 00
15 : 30

16 : 30
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急
性
心
筋
梗
塞
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
そ
の
家
族
歴
、
喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
、
肥
満
、
欧
米
型
食

生
活
な
ど
の
危
険
因
子
を
持
つ
方
に
多
く

起
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
持
つ

方
の
心
臓
・
冠
動
脈
（
図
１
）
内
に
は
、
大

量
の
脂
質
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
を
含

む
プ
ラ
ー
ク
が
で
き
や
す
く
、
プ
ラ
ー
ク

の
破
綻
で
脂
質
が
血
液

成
分
と
混
じ
っ
て
急
速

に
固
ま
る
こ
と
で
、
血

栓（
血
の
塊
）が
で
き
て

血
液
の
流
れ
を
塞
ぎ
発

症
し
ま
す
。

　

予
防
す
る
に
は
、
プ

ラ
ー
ク
の
存
在
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
つ
い
最
近
ま
で
は

腕
の
動
脈
か
ら
冠
動
脈

ま
で
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
す
る
検
査
で
冠
動
脈

の
狭
窄
を
見
つ
け
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
最
新
の
64
列
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ

て
、
静
脈
か
ら
造
影
剤
を
注
入
す
る
だ
け

で
、
狭
窄
だ
け
で
な
く
プ
ラ
ー
ク
の
存
在

ま
で
鮮
明
に
描
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
受
診
者
の
負
担
も
軽
く
、
平
均
約

15
分
の
検
査
時
間
で
済
み
ま
す
。
こ
れ
ら

の
危
険
因
子
を
持
つ
方
に
は
ぜ
ひ
、
64
列

ストップ・ザ・心筋梗塞！
　働き盛りの方が突然、急性心筋梗塞で亡くなられるケースが

年々増加しています。あなたの心臓は大丈夫でしょうか。新古賀

病院では「ストップ・ザ・心筋梗塞」を掲げ、64列 CT による心臓

ドックで、地域から急性心筋梗塞の死亡を撲滅する予防医学に取

り組んでいます。

64 列 CT で予防

左冠動脈

＜ 図１＞

右冠動脈

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
心
臓
ド
ッ
ク
（
２
万
５
千
円
）

の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

危
険
因
子
に
加
え
、「
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
る
」
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
保
険
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。お
問
い

合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
心
臓
Ｃ
Ｔ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０
・
６
６
３
・
７

１
７
）
ま
で
。検
査
の
結
果
、
プ
ラ
ー
ク
に

よ
る
冠
動
脈
狭
窄
が

検
出
さ
れ
た
場
合
は
、

専
門
医
が
薬
剤
、食
事

療
法
、ス
テ
ン
ト
治
療

な
ど
適
切
な
方
法
を

検
討
し
て
、患
者
さ
ん

と
と
も
に
、治
療
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
の

疑
い
が
あ
る
と
診
断

さ
れ
、
時
間
的
制
約

や
恐
怖
心
な
ど
色
々

な
理
由
で
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
を
た

め
ら
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
、
ま
ず

は
64
列
Ｃ
Ｔ
検
査（
保

険
適
用
）
を
試
み
ら

れ
て
も
良
い
か
と
思

い
ま
す
。

プラーク検出

予　　防プラークが冠動脈内に沈着

治　　療急性心筋梗塞

心臓 CTコールセンター
　　　　　　0120-663-717

64列 CTで検査

血栓の
形成 閉　

塞

壊　

死
血液の流れが
遮断されます

破 綻

血液の流れ

脂　質

繊維性の薄い皮膜で
覆われています

プラーク

喫煙・ストレス・運動不足・肥満・欧米型食生活
高血圧・高脂血症・糖尿病・痛風・家族歴など危険因子

　

ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
医
学
部
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
装
置
で
、
新
古

賀
病
院
へ
の
導
入
が
西
日
本
新
聞
や
毎
日

新
聞
、
読
売
新
聞
な
ど
に
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
左
の
写
真
を
見
て
頂
け
れ
ば
お
分
か

り
の
よ
う
に
、
冠
動
脈
の
病
変
の
有
無
と
、

そ
の
病
変
に
一
致
し
た
心
筋
虚
血
の
範
囲

（
青
・
紫
で
表
示
）
が
一
目
瞭
然
で
す
。

実
際
は
、
三
次
元
の
立
体
画
像
で
、
あ
ら

ゆ
る
方
向
か
ら
心
筋
虚
血
の
正
確
な
広
が

り
や
冠
動
脈
と
の
関
係
が
観
察
で
き
ま

す
。
冠
動
脈
の
分
枝
ご
と
の
心
筋
虚
血
状

態
ま
で
診
断
可
能
で
す
。

正
確
な
心
筋
虚
血
領
域

の
診
断
、
そ
の
原
因
が

ど
の
部
分
の
冠
動
脈
病

変
に
よ
る
か
の
認
定
も

容
易
と
な
り
、
血
行
を
再
建
で
き
る
か
ど

う
か
の
適
応
や
ど
の
よ
う
な
手
術
を
行
え

ば
い
い
の
か
の
決
定
、
さ
ら
に
手
術
後
の

効
果
判
定
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
専
門
医
の
診
断
能
力
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
専
門
的
な
知
識
が
な
い
一
般
医

や
患
者
さ
ん
・
家
族
の
皆
様
に
も
視
覚
的

に
病
気
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ

ン
ト
を
得
る
た
め
に
も
極
め
て
有
用
性
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　64 列 CT は、心臓･冠動脈の狭窄だけでなく､プラークや石灰化も極め

て鮮明に描出します。新古賀病院では昨年６月に全国で初めて､この 64

列 CT の形態断層画像と､その病変が原因での心筋虚血 ( 十分な血液が届

いていない状態 ) を描出する SPECT－CT の機能断層画像との融合立体

画像装置を導入し､虚血性心疾患の診療に着実な成果を上げています。

着実な診療成果
全国初の心臓画像診断装置

安静時 ( 左写真 )、負荷時 ( 右写真 ) ともに左冠動脈の分枝に狭窄 ( 点線の先 ) が確認
できます。安静時には心筋にほとんど変化は見られませんが、負荷時にはこの狭窄が
原因で血行不良になった心筋の虚血範囲 ( 青・紫で表示 ) が一目で判ります。

安 静 時 運動負荷時

狭　

窄

狭　

窄

虚
血
範
囲

虚
血
範
囲

　患者さんの心を癒してもらおうと、
市民 416 人が思い思いの布片を縫い

合わせて完成させた「ヒーリング・ハート・キルト」が４月 11 日、新古
賀病院に寄贈され、１階エレベーター前の壁面に展示しています＝写
真＝。日本手芸普及協会員の蒲池登喜子さん（60）＝写真右端＝が主宰
するグループが、昨年 10 月から福岡市や久留米市など５会場で開いた
パッチワークキルトの作品展で、来場者に呼び掛けて作り上げた作品
で、縦2・04㍍、横1・72㍍。心温まる華やかな色合いが縫い合わされた、
それぞれの布片の部分には
416 人一人ひとりの署名が添
えられています。
　この病院にキルトを贈る活
動は、３年前から日本手芸普及
協会が取り組んでいますが、九
州での寄贈は今回が初めてと
のことです。多くの医療機関が
ある中で、最初の寄贈先に新古
賀病院を選んでいただいたこ
とを深く感謝するとともに、患者さんや家族の皆様と一緒に、作品に込
められた温かい思いを大切にしていきたいと考えています。

癒しのキルト寄贈

最先端の診療と予防
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古
賀
病
院
21

　

日
本
人
の
死
因
は
約
６
割
が
①
が
ん
②

心
疾
患
③
脳
卒
中
の
三
大
疾
病
で
す
。「
が

ん
」が
最
も
多
く
、
三
人
に
一
人
が「
が
ん
」

で
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、「
が
ん
」
は
早
期

に
発
見
し
治
療

す
れ
ば
治
る
確

率
の
高
い
病
気

で
す
。古
賀
病
院
21
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ブ
ド
ウ
糖
に
よ
く
似
た

Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
静
脈
か
ら
注
射
し
て
、Ｆ
Ｄ
Ｇ

が
人
体
の
が
ん
細
胞
に
集
ま
っ
た
様
子
を

撮
影
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ（
陽
電
子
放
射
断
層
撮

影
）検
査
を
、
民
間
で
は
北
部
九
州
で
最
も

早
く
２
０
０
３
年
５
月
か
ら
始
め
ま
し

た
。昨
年
11
月
に
は
全
国
で
初
め
て
最
新

鋭
の
『
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ
│

Ｃ
Ｔ
』
も
導
入
し
ま

し
た
。こ
の
『
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ
│

Ｃ
Ｔ
』
は
、Ｐ

Ｅ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
）
の
検
査
が
一
度
に
で
き
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
│

Ｃ

Ｔ
の
中
で
も
高
画
質
、
高
精
度
の
融
合
画

像
（
左
の
写
真
）
が
得
ら
れ
る
装
置
で
す
。

今
ま
で
よ
り
短
時
間
で
の
撮
影
が
可
能

で
、
受
診
者
へ
の
負
担
軽
減
と
い
う
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
も
提
供
し
ま
す
。こ
れ
ま
で

の
豊
富
な
検
査
実
績
（
今
年
３
月
末
現
在

１
万
８
５
３
３
人
）に
、
最
新
鋭

機
の
描
出
力
を
加
え
て
、
さ
ら
な

る「
が
ん
」の
発
見
率
向
上
と
正
確

な
診
断
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
五
つ
の
健
診

コ
ー
ス（
別
表
）を
設
け
て

い
ま
す
。す
べ
て
の
健
診

コ
ー
ス
に
、Ｃ
Ｔ
検
査
は

も
ち
ろ
ん
超
音
波
検
査
を
組
み
合

わ
せ
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
肝
臓
や
腎
臓
、膀
胱
、前

立
腺
な
ど
の
が
ん
発
見
率
も
高
め

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
全
コ
ー

ス
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
診
断
の
手
が
か
り
と
な

る
内
臓
脂
肪
測
定
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
を
含
む
高
精
度
の
健
診
を
ご
希
望

の
方
に
は
、胃
が
ん
の
発
見
率
が
最
も
高
い

胃
カ
メ
ラ
や
身
体
の
中
の
水
分
子
の
動
き

か
ら
が
ん
を
調
べ
る
拡
散
強
調
画
像
検
査

も
組
み
合
わ
せ
た
高
度
精
密
が
ん
健
診

コ
ー
ス
や
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
、心
疾
患
や
脳

卒
中
も
一
緒
に
調
べ
た
い
方
に
は
三
大
疾

病
コ
ー
ス
や
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

全
国
初
の
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ
│

Ｃ
Ｔ

　

が
ん
の
治
療
法
に
は
手
術
、
放
射
線
治

療
、
抗
が
ん
剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
放
射

線
治
療
は
切
ら
ず
に
病
変
部
位
の
形
態
や

機
能
を
温
存
で
き
る
治
療
で
す
。放
射
線

治
療
は
Ｉ
Ｔ
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
よ
っ

て
、
こ
こ
10
年
で
飛
躍
的
に
精
度
が
向
上

し
、米
国
で
は
が

ん
患
者
治
療
の

約
66
％
、ド
イ
ツ

で
も
約
60
％
で
併
用
な
い
し
単
独
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
日
本
で
は
食
生

活
の
欧
米
化
で
肺
や
前
立
腺
、
乳
腺
、
大
腸

な
ど
の
が
ん
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、約
25
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

今
回
導
入
す

る
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
は
最
先
端

の
放
射
線
治
療

装
置
で
す
。世

界
中
で
は
２
０
０
台
以
上
が
稼
動
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
に
は
ま
だ
９
台
し
か
導
入

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
治
療
法
は
強
度

変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
と
呼
ば

れ
、
３
６
０
度
の
方
向
か
ら
が
ん
病
巣
の

形
状
に
合
わ
せ
照
射
範
囲
を
変
え
、
照
射

線
量
に
強
弱
の
変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
、

が
ん
病
巣
の
形
状
に
合
わ
せ
た
的
確
な
照

射
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
自

体
に
備
わ
っ
た
Ｃ
Ｔ
で
毎
回
病
巣
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
で
、
治
療
部
位
の
ず
れ

を
な
く
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り

正
常
組
織
へ
の
照
射
を
極
力
減
少
さ
せ
、

従
来
の
放
射
線
治
療
に
比
べ
副
作
用
を
少

な
く
し
、
治
療
後
の
合
併
症
、
続
発
症
も
低

下
さ
せ
ま
す
。腫
瘍
の
形
態
が
複
雑
な
頭

頚
部
が
ん
や
、
手
術
に
よ
る
合
併
症
が
懸

念
さ
れ
る
体
の
深
部
に
あ
る
前
立
腺
が
ん

な
ど
で
、
特
に
有
用
性
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。早
期
の
が
ん
で
は
手
術
と
同
様
に

根
治
が
可
能
で
す
。一
度
に
複
数
の
病
巣

に
対
す
る
治
療
が

可
能
な
の
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
す
。治

療
は
基
本
的
に
は

通
院
治
療
で
、
週
５

回
、
一
回
20
分
前
後

で
す
。病
気
に
よ
り

３
〜
７
週
間
を
要

し
ま
す
。通
常
の
手

術
で
は
危
険
が
伴

う
方
、
余
病
の
あ
る

方
、
高
齢
の
方
も
不
安
な
く
治
療
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　

腫
瘍
に
集
中
的
に
照
射
す
る
治
療
法
と

し
て
、
例
え
ば
粒
子
線
治
療
が
あ
り
ま
す

が
、
約
３
０
０
万
円
の
治
療
費
が
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
別
室
で
の
Ｃ

Ｔ
撮
影
が
必
要
で
、
照
射
位
置
が
病
巣
か

ら
ず
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。悪
性
リ

ン
パ
腫
や
リ
ン
パ
節
転
移
の
あ
る
肺
が

ん
、
膀
胱
が
ん
な
ど
、
比
較
的
広
い
範
囲
の

が
ん
治
療
が
で
き
ま
せ
ん
。ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
は
こ
れ
ら
の
治
療
も
可
能
で
、
保
険

も
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
の
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

は
、
粒
状
の
小
さ
な
線
源
を
が
ん
病
巣
の

中
に
挿
入
し
内
部
か
ら
の
放
射
線
照
射
で

治
療
す
る
小
線
源
治
療
装
置
「
マ
イ
ク
ロ

セ
レ
ク
ト
ロ
ン
」
を
新
古
賀
病
院
か
ら
移

設
し
、
従
来
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
を
更
新
し
た

「
オ
ン
コ
ア
」
も
備
え

て
開
設
し
ま
す
。新

古
賀
病
院
に
は
、
す

で
に
３
０
０
０
件
を

超
え
る
診
療
実
績
を

持
つ
脳
腫
瘍
の
放
射

線
治
療
装
置
「
ガ
ン

マ
ナ
イ
フ
」
も
あ
り
、

こ
の
４
台
の
機
器
で

ほ
ぼ
す
べ
て
の
が
ん
の
放
射
線
治
療
が
可

能
と
な
り
ま
す
。Ｐ
Ｅ
Ｔ
│

Ｃ
Ｔ
も
加
え
た

全
国
で
も
例
の
な
い
最
先
端
医
療
体
制
が

構
築
で
き
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。が
ん

の
種
類
や
病
期
に
よ
っ
て
、
手
術
や
化
学

療
法
を
組
み
合
わ
せ
た
最
適
の
治
療
を
提

供
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
が
ん

と
闘
う
医
療
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
開
設
へ

今
秋 

ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
導
入

がん診断→治療一貫の最先端医療

　             　　　　　　　　　　　　　医療法人「天神会」では、杉
田玄白や前野良沢らが江戸時代中期の安永３年（1774）に翻訳した
我が国初の西洋医学書「解体新書」を所蔵し、その複製を古賀病院
21の１階外来フロアに展示しています（写真）。所蔵しているのは、初
版本の前に将軍家や公家の人たちのために刷られたと言われる、特
に貴重な献上本全５巻（解説書４巻と図解書１巻）です。高野長英や
渡辺崋山らと交流があった幕末の蘭学者・渡邉東栄が愛用していた

もので、東栄の署名や
「眼目篇図」が書き加えら
れています。解体新書は
近代医学への道を開いた
日本医学史上の第一級
資料で、今では誰もが
使っている「神経」「盲腸」
「軟骨」などの用語は解
体新書によって生まれま
した。

　             　　　　　　　　　　　　　医療法人「天神会」では、杉
田玄白や前野良沢らが江戸時代中期の安永３年（1774）に翻訳した
我が国初の西洋医学書「解体新書」を所蔵し、その複製を古賀病院
21の１階外来フロアに展示しています（写真）。所蔵しているのは、初
版本の前に将軍家や公家の人たちのために刷られたと言われる、特
に貴重な献上本全５巻（解説書４巻と図解書１巻）です。高野長英や
渡辺崋山らと交流があった幕末の蘭学者・渡邉東栄が愛用していた

もので、東栄の署名や
「眼目篇図」が書き加えら
れています。解体新書は
近代医学への道を開いた
日本医学史上の第一級
資料で、今では誰もが
使っている「神経」「盲腸」
「軟骨」などの用語は解
体新書によって生まれま
した。

解体新書の献上本解体新書の献上本

検
査･

診
断

治　

  

療

　古賀病院 21では昨年 11月、「PET画像診断センター」に全国で初めて高画質で高精度のがん

検査ができる最新鋭の『40列 PET－CT』を導入しました。さらに今秋には、効果的な最新のがん

治療ができる強度変調放射線治療機『トモセラピー』などを導入し、「放射線治療センター」を開

設して、がんの検査・診断から治療に至る我が国でも最先端の一貫医療体制を整えます。

 　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
ご
案
内
の
Ｃ
Ｍ（
15
秒
ス

ポ
ッ
ト
）が
、
毎
週
金
曜
日
の
午
前
７
時
半

〜
８
時
の
間
、Ｓ
Ｔ
Ｓ
サ
ガ
テ
レ
ビ
の
放
送

番
組
「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」
の
中
で
流
れ
て

い
ま
す
。９
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

  

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
お
知
ら
せ

がんを鮮明に描出

的確に精密照射
　  機能を保ち治す

PET 健診コースのご案内

トモセラピートモセラピー 40 列 PET-CT40 列 PET-CT

脳

肝臓

腎臓

膀胱

スタンダード 87,150 円

高度精密がん健診 194,250 円

エクセレント 131,250 円

三大疾病 194,250 円

ゴールド 241,500 円

がんを調べる基本コース

がんを詳しく調べるコース

最もがんを精密に調べるコース

三大疾病を調べるコース

三大疾病と高度精密を合わせたコース

※エクセレントから 40 列 PET-CT 使用※エクセレントから 40 列 PET-CT 使用

360 度回転するトモセラピーの
照射装置見取り図

肺
が
ん

PET-CT画像PET-CT画像
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新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
７
年
１

月
に
福
岡
県
南
で
初
め
て
全
日
本

病
院
協
会
か
ら
「
人
間
ド
ッ
ク
・

健
診
施
設
機
能
評
価
」
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
総

合
健
診
医
学
会
の
優
良
認
定
施
設

や
健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
指
定
、

昨
年
４
月
に
は
政
府
管
掌
健
康
保
険
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
の
指
定
施
設
認
定
も
受

け
、
下
の
図
の
よ
う
な
定
期
健
診
と
人
間

ド
ッ
ク
を
男
女
別
の
専
用
フ
ロ
ア
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
受
付
、
待
合
室
、
検
査
室
、

診
察
室
の
す
べ
て
が
男
女
別
で
す
。
特
に

女
性
フ
ロ
ア
は
、
ゆ
っ
く
り
の
び
の
び
と

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
皆
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
人
間
ド
ッ
ク
で
の
「
が
ん
発
見

率
」
は
１
万
人
に
１
〜
３
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、当
セ
ン
タ
ー

で
は
６
・
３
人
（
２
０

０
６
年
ま
で
の
９
年
間

の
平
均
）
で
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
定
期
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
、

す
べ
て
の
結
果
を
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に

入
力
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
過
去
の

受
診
結
果
と
の
比
較
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
、
診
断
能
力
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場
合
は
新

古
賀
病
院
、
古
賀
病
院
21
と
の
グ
ル
ー
プ

連
携
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
で
す
。

＜図 1＞

健康管理センター

男女別フロアで健診

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

健
診
受
付

定期健診の流れ

●血液検査   ●尿検査   ●便潜血検査   ●心電図検査   ●腹部超音波   ●眼圧測定   ●眼底カメラ検査   ●胸部 X 線撮影　

●腫瘍マーカー（２項目）
●胃透視または胃カメラ検査

●腫瘍マーカー（6項目）
●ヘリカル CT検査（肺・脳）
●肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）  ●胃カメラ検査
●心臓ホルモン（BNP）測定
●ＡＢＩ（血圧脈波測定）

●頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査
●頚動脈超音波検査  ●眼底カメラ検査
●ＡＢＩ（血圧脈波測定）

●骨密度測定　●子宮がん検査
●マンモグラフィ検査
●乳腺超音波検査

●ヘリカルＣＴ検査
●喀痰検査　●胸部Ｘ線撮影
●腫瘍マーカー

●腫瘍マーカー（2項目）
●呼吸機能検査　●糖負荷検査
●頚動脈超音波検査
●ＡＢＩ（血圧脈波測定）
●胃透視または胃カメラ検査

一
般
ド
ッ
ク

一
般
ド
ッ
ク

専
門
ド
ッ
ク

専
門
ド
ッ
ク

日帰り（半日）  37,800 円

脳ドック   28,350 円 肺がんドック   26,250 円 レディースドック   9,450 円

精密（半日）  63,000 円 短期入院（1泊 2日）58,800 円

男性フロア写真 女性フロア写真

男性フロア 女性フロア

男女別フロアで健診

健保組合のない事業所 健保組合を持つ事業所 農漁業・自営業など 75歳以上全員

後期高齢者健診

事業主健診 (40～74歳は特定健診項
目を含む）

 40～74歳は特定健診義務化
 35～39歳は基本健診
 40～74歳は特定健診義務化

新古賀クリニック   健康管理センター　　  0942-35-3170

後期高齢者医療国民健康保険組合管掌健康保険政府管掌健康保険

☎

被保険者 被保険者 被保険者

被扶養者 (家族 )

各事業所と委託契約 国保と委託契約

被扶養者 (家族 )

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
年
４
月
か
ら
は

40
〜
74
歳
の
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
年
１
回

の
特
定
健
診
（
左
の
図
）
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
健
診
を
敬
遠
さ
れ

て
い
た
女
性
の
皆
様
に
、
女
性
フ
ロ
ア
の

整
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
で

の
特
定
健
診
を
特
に
お

す
す
め
し
ま
す
。
特
定

保
健
指
導
に
対
す
る
取
り
組
み
や
実
施
施

設
も
完
備
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
が
「
安
心
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

生
活
習
慣
の
改
善
」
が
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　新古賀クリニックでは、今年１月からの名称
変更に伴い、新名称を三方向に表示した袖看
板（写真右＝縦３㍍、横 0.3 ㍍）と、医療業
務内容などを掲示した横看板（写真上＝縦１．
22 ㍍、横 24．39 ㍍）を北側壁面に新しく設
置しました。新古賀クリニックが新古賀病院、

古賀病院 21とともに、医療法人「天神会」の
グループであることを広く地域住民の皆様に
知っていただくために、横看板には「天神会」
の新ロゴを挟んで二つの病院名も合わせて掲示
しています。横看板は、西鉄久留米駅のホーム
や上下線の電車の中から最もよくご覧いただけ
ます。夜間も、電車の運行中は自動的に照明
する装置を備えています。　

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、

血
液
透
析
を
行
う
血
液
浄
化

セ
ン
タ
ー
、
乳
腺
・
肛
門
の
女
性
専
門
外
科
外

来
、
足
の
創
傷
治
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
開
設
も
計
画
中
で
す
。

次
号
以
降
で
詳
細
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
７
階
の
「
メ
デ
ィ

カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス 

Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
」
は
、

地
域
の
皆
様
の
健
康
維
持
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
・
改
善
、
疾
病
治
療
後
の
体

力
改
善
維
持
な
ど
が
目
的
の
施
設
で
す
。

バ
イ
ク
、
ク
ロ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の

有
酸
素
運
動
器
具
も
備
え
、
健
康
運
動

指
導
士
ら
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
日
曜
・
祝
日
を
除
く
９

時
〜
21
時
、
ご
利
用
料
金
は
月
５
千
円

の
細
や
か
な
指
導
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含

む
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
、
１
回
５
０
０

円
の
ご
自
分
で
調
整
し
な
が
ら
運
動
す

る
自
由
コ
ー
ス
（
お
得
な
回
数
券
を
ご

利
用
下
さ
い
）。
お
問
い
合
わ
せ
は
０
９

４
２
・
３
５
・
３
８
４
６
へ
。

「新」名称の看板設置
男
女
別
専
用
フ
ロ
ア
好
評

特
定
健
診
に
ど
う
ぞ

健康生活へGO！
メディカルフィットネス KOGA

（40 ～ 74 歳全員に年 1回義務化）

生活習慣改善の必要性

低い人 中程度の人 高い人 要医療の人要医療の人

受診勧奨通知情報提供のみ

特定健診

●質問 (問診 )
●身体測定
　　(身長・体重・体型評価指数・腹囲 )
●血圧測定
●検尿 ( 尿糖・尿蛋白 )
●血液検査 ( 脂質・血糖・肝機能 )

基
本
項
目

●貧血検査

●眼底検査

●心電図検査

詳細項目

特定保健指導

動機付け支援動機付け支援 積極的支援積極的支援

治療

医
師
が
必
要
と

認
め
た
場
合

個別面接、またはグループ単位で
1 回、生活習慣改善の目標や
実践法をサポート

３～６ヶ月にわたり、個別面接や
栄養・運動教室、電話などで生
活習慣改善を指導

特定健診・特定保健指導の流れ



　現代語では「血」は「ち」、「父」は「ちち」です。「乳」は「乳房」など複合
語に限って「ち」と読みますが、古事記が書かれた奈良時代以前は、
「血」「父」「乳」はともに「ち」でした。なぜ私たちの祖先は「血」「父」
「乳」を「ち」と言ったのでしょうか。古事記上巻には須佐之男命（すさ
のをのみこと）に退治される八俣遠呂知（やまたのをろち）の話が出て
きます。この「をろち」は「を（尾）ろ（に）ち（霊力）」で、尾に草薙（くさ
なぎ）の剣という神秘的な霊力を持っ
た大蛇だったと解釈されています。
「ち」は「神秘的な霊力」を意味していま
した。血には「生命継承」、父には「その
シンボル」、乳には「生誕」の霊力を宿す
「ち」を認識していたと考えられます。
　古事記をさらに読み進めると、兄た
ちに殺された大国主神が、母神の願い
で母の乳汁のように貝の粉と汁を塗っ
てもらって生き返る話も出てきます。私たちの祖先は、白い「乳」には
「愛」、赤い「血」には「争い」もすでに意識していました。そして、母の
「ち」には、血や父の「ち」よりも勝る、計り知れない霊力が宿るとも考
えていたのではないでしょうか。（水）

……  からだ言葉のカルテ①  …… 

　

新
古
賀
病
院
の
ガ
ン
マ
ナ
イ

フ
治
療
件
数
が
３
０
０
０
例
に

達
し
た
記
念
講
演
会
が
４
月
４

日
、
近
隣
の
医
師
会
や
連
携
し

て
い
る
脳
神
経
外
科
医

の
皆
様
ら
１
３
１
人
を

お
招
き
し
て
、
久
留
米

市
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ホ

テ
ル
創
世
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
は
、

頭
部
を
切
開
し
な
い
で

脳
腫
瘍
の
病
変
に
放
射

線
を
多
方
向
か
ら
集
中

照
射
し
て
治
す
装
置
で

す
。
新
古
賀
病
院
で
は

１
９
９
８
年
10
月
に
九

州
で
３
番
目
に
導
入
ま

し
た
。
２
０
０
４
年
６

月
に
は
九
州
で
初
め

て
、
０
・
１
㍉
単
位
の

精
度
で
自
動
的
に
治
療
位
置
合

わ
せ
が
で
き
る
最
新
装
置
を
導

入
し
、
今
年
２
月
に
は
治
療
件

数
が
３
０
０
０
例
を
超
え
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
当
院
ガ

ン
マ
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
の
石
堂

克
哉
医
師
が
こ
れ
ま
で
の
治
療

症
例
を
報
告
。
東
京
大
学
勤
務
時
代
に
我

が
国
初
の
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
導
入
に
尽
力
さ

れ
た
九
州
大
学
大
学
院
脳
神
経
外
科
の

佐
々
木
富
男
教
授
を
座
長
に
、
日
本
で
の

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
の
第
一
人
者
で
あ
る

古
川
星
陵
病
院
鈴
木
二
郎
記
念
ガ
ン
マ
ハ

ウ
ス
の
城
倉
英
史
医
師
が
「
転
移
性
脳
腫

瘍
に
対
す
る
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
」、
韓

国
で
の
第
一
人
者
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
学
の

キ
ム
・
ド
ン
ギ
ュ
教
授
が
「
韓
国
に
お
け

る
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
の
現
状
」
を
テ
ー

マ
に
特
別
講
演
し
ま
し
た
。

　

古
賀
病
院
21
も
４
月
か
ら
、
新
古
賀
病

院
に
続
い
て
厚
生
労
働
省
指
定
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象
病
院
と
な
り
ま
し
た
。Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は

D
iagnosis Procedure Com

bination

の
略
で
、
医
療
費
を
診
療
行
為
ご
と
に
計

算
す
る
従
来
の
「
出
来
高
払
い
」
方
式
と

は
異
な
り
、
入
院
患
者
様
の
病
名
と
そ
の

症
状
、
治
療
行
為
を
も
と
に
、
同
省
が
定

め
た
１
日
当
た
り
の
金
額
か
ら
な
る
包
括

評
価
部
分
（
投
薬
、
注
射
、
処
置
、
入
院

料
な
ど
）
と
、
出
来
高
評
価
部
分
（
手
術
、

麻
酔
、
リ
ハ
ビ
リ
、
指
導
料
な
ど
）
を
組

み
合
わ
せ
て
計
算
す
る
新
し
い
定
額
払
い

の
会
計
方
式
で
す
。
単
な
る
支
払
方
式
の

改
革
で
は
な
く
、
医
療
の
透
明
化
を
図
る

と
と
も
に
、
良
質
で
、
効
率
的
、
効
果
的

な
医
療
を
め
ざ
す
の
が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
実
施
の
目

的
で
す
。

ガンマナイフ治療 ３０００              　例記念講演会開催

古
賀
病
院
21
も
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
に

　イラストレーターを導入して、慣れないソフトと格闘しながら、
表紙から裏表紙まですべて手作りの記念すべき創刊号です。当

面は年２回発行していきたいと考えています。お問い合わせやご指摘、ご要望な
どがございましたら広報部（0942・38・2292）までご連絡下さい。

編集後記

3000 例を突破した新古賀病院のガンマナイフ治療
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